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の
方
面
を
受
け
持
た
れ
た
。

松
山
先
生
な
憶
ひ
奉
lJ
て

岡

井

恨

吾

に
先
生
の
計
董
せ
ら
れ
た
こ
こ
が
、
益
登
展
し
て
、
慎
檎
堂
が
愈
盛
大
に
な
る
こ
こ
を
切
扱
す
る
次
第
で
あ
b
ま
す
。

先
生
の
文
學
博
士
に
な
ら
れ
だ
こ
云
ふ
こ
ご
も
、
御
逝
去
に
な
っ
た
こ
同
時
に
聞
い
た
の
で
、
其
の
ぉ
祝
の
僻
も
差

し
上
げ
る
こ
さ
の
出
末
な
か
っ
た
の
を
自
分
マ
J

し
て
は
心
残
り
ご
す
る
所
で
あ
り
ま
す
。

松
山
先
生
を
憶
ひ
奉

flJ
て

私
が
松
山
先
生
の
御
提
棚
を
受
け
た
は
明
治
三
十
七
年
四
月
か
ら
大
正
五
年
三
月
ま
で
廣
島
高
等
師
範
學
校
に
奉
職

し
た
十
一
年
の
間
で
有
る
。

（
藤
塚
誠
二
筆
記
）

＿
二
十
七
年
四
月
に
高
等
師
範
の
學
級
が
揃
ひ
、
附
属
中
小
學
校
が
開
か
れ
て
、
そ
の
形
が
整
っ
た
0

私
は
附
扇
中
學

校
の
数
貝
こ
し
て
参
っ
た
の
で
、
先
生
は
本
校
國
語
漠
文
學
部
の
漢
文
科
主
任
で
有
ら
れ
た
。
漠
文
科
に
は
松
平
良
郎
、

三
宅
少
太
郎
の
雨
先
生
も
居
ら
れ
た
が
、
此
雨
先
生
は
奮
い
御
方
だ
か
ら
、
先
生
は
主
マ
J

し
て
漠
文
學
史
漠
文
法
な
ざ

附
鳥
中
學
狡
は
普
通
の
中
學
校
の
様
に
文
部
省
の
定
め
た
ま
A
を
守
る
の
で
な
く
畜
特
殊
の
研
究
を
し
て
中
等
漱
育
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二
九

一
座
は
目
を
丸
く
し
た
'tJ

記
憶
し

界
の
参
考
に
供
す
る
を
も
其
使
命
と
す
る
0

私
は
中
學
校
の
漠
文
致
授
牡
手
始
め
に
は
文
法
的
に
説
明
し
て
、
他
の
英

語
y
J

結
び
附
け
て
狸
會
せ
し
め
る
マ
J

い
ふ
方
法
を
よ
し
”'tJ

し
＂
其
為
に
は
焚
語
を
若
干
學
ん
で
か
ら
漢
文
に
入
る
が
得

策
だ
ご
考
へ
て
、
幌
文
放
授
を
第
二
學
年
か
ら
如
め
る
の
案
を
立
て
た
0

此
は
結
来
に
於
て
は
漠
文
敢
授
時
間
の
減
少

さ
な
る
。
否
時
間
↓
笙
減
少
し
て
も
効
果
は
減
少
せ
ぬ
、
畢
―
[
兄
能
李
の
増
加
だ
マ
J

い
ふ
が
此
案
の
生
命
で
あ
る
。
之
を
喫
げ

て
先
生
に
放
を
乞
う
た
時
に
、
先
生
の
御
機
嫌
が
餘
り
良
く
な
か
っ
た
が
、
筵
に
有
意
義
の
方
法
y
J

し
て
賓
行
せ
ら
れ

其
後
に
敢
科
目
研
究
會
マ
」
い
ふ
が
毅
か
れ
た
。
本
校
の
各
學
部
毎
に
有
る
の
で
私
等
は
國
語
漠
文
科
致
科
目
研
究
會
。

本
校
の
放
授
は
學
洒
こ
し
て
は
諄
い
人
だ
が
、
必
す
し
も
卒
業
生
を
送
り
出
す
所
の
中
等
放
育
の
貨
際
に
朋
る
い
人
で

は
無
い
。
高
等
師
範
の
数
授
は
須
ら
く
中
等
放
育
の
賓
際
に
も
通
す
べ
く
、
然
く
導
く
が
此
の
研
究
會
の
目
的
さ
有
つ

て
、
問
題
の
選
定
も
具
葬
案
の
考
察
も
皆
附
駈
中
學
校
の
放
員
が
嘗
り
、
此
等
を
通
じ
て
本
校
の
数
投
に
中
等
数
育
を

珪
會
せ
し
め
る
ご
い
ふ
意
氣
込
で
あ
る
0

こ
の
會
合
で
も
國
語
さ
漠
文
ご
の
放
科
的
債
値
が
限
論
議
せ
ら
れ
た
が
、
松

山
先
生
が
漠
文
科
主
任
マ
J

し
て
奪
闘
せ
ら
れ
た
は
今
に
私
に
深
い
殴
激
を
典
へ
る
。

何
年
か
ら
だ
っ
た
か
漠
文
科
の
三
教
授
の
御
宅
で
月
一
阿
夜
分
に
學
問
上
の
談
合
を
せ
ら
れ
る
會
が
成
b
立
ち
、
私

は
そ
い
席
末
に
陪
砒
す
る
を
許
さ
れ
た
°
松
山
先
生
か
ら
は
東
塾
讀
書
記
、
墨
子
間
詰
の
御
話
な
ざ
を
承
っ
た
。
其
時

は
間
詰
は
希
親
の
書
、
何
で
も
先
生
が
狩
野
博
士
邊
か
ら
借
り
て
見
え
て
の
事
で
、

つ
J
Q
ー

松
山
先
生
た
憶
ひ
奉
り
て



ら
う
か
。

儀
容
↓
て
正
さ
れ
る
も
の
マ
J

成
服
し
て
居
つ
た
。

一
度
本
校
に
展
覧
會
め
く
事
が
有
つ
て
[
眼
の
錯
覺
l

の
ご
例
マ
J

し
て
丈

ご
結
ば
れ
た
ご
私
の
抄
鎌
に
あ
り
ま
す
。

松
山
先
生
を
磁
ひ
奉
り
て

て
居
る
°
先
生
は
大
丸
ど
に
連
絡
が
打
つ
て
新
著
新
機
運
に
つ
い
て
常
に
話
題
を
提
供
せ
ら
れ
た
。

こ
れ
が
甚
礎
マ
J

な
っ
て
登
逹
し
た
か
否
や
は
今
確
か
で
無
い
が
廣
島
漠
文
學
會
ご
い
ふ
か
成
立
っ
た
0

本
校
の
三
先

生
を
中
心
と
し
て
市
内
の
漢
文
科
放
員
及
び
之
に
趣
味
を
有
す
る
者
が
會
員
で
、
本
校
の
上
級
生
に
も
聴
濤
せ
し
め
る

マJ
い
ふ
仕
組
°
先
生
は
こ
の
會
で
「
儒
學
に
於
け
ろ
仁
の
意
義
の
登
逹
』
を
講
せ
ら
れ
て

仁
の
意
義
は
孔
夫
子
に
至
り
て
披
大
せ
ら
れ
て
徳
の
第
一
位
に
置
く
に
至
り
、
子
思
は
仁
義
並
び
言
ひ
て
、
人
性
天

賦
な
る
を
説
き
、
孟
子
に
至
り
て
仁
義
並
べ
説
き
此
二
者
を
人
心
の
骨
髄
な

b
マJ
せ
b

大
正
の
初
ご
思
ふ
、
先
生
は
大
患
に
罹
ら
れ
た
。
そ
の
硲
か
此
學
會
の
御
講
演
の
同
数
は
多
く
な
い
や
う
だ
。

先
生
は
柔
道
で
鍛
へ
ら
れ
た
相
で
岩
丈
な
眸
格
で
あ
ら
れ
た
が
丈
は
お
高
く
な
い
。
出
校
せ
ら
れ
る
に
常
に
フ
ロ
ッ

ク
コ
ー
ト
を
着
ら
れ
る
、
大
分
大
牢
の
羮
の
や
う
な
色
で
は
有
っ
た
が
°
私
は
高
等
師
範
の
漠
文
科
主
任
放
授
だ
か
ら

の
低
い
人
が
フ
P

ッ
ク
コ
ー
ト
を
、
高
い
人
が
背
廣
服
を
着
て
居
る
閾
が
出
さ
れ
て
有
る
の
を
。
本
校
の
生
徒
が
見
て

は
松
山
先
生
こ
口
こ
も
る
を
開
い
て
苦
笑
し
た
事
が
あ
る
0

此
ぅ
書
き
立
て
る
'
y
J

先
生
は
何
虞
で
苦
笑
し
て
下
さ
る
だ

――I
O
 




